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服部商店 90 周年特別感謝セール 

 9 月 1 日～9 月 30 日の 1 ヶ月間、服部商店のホームページに掲載しています全商品を８％オ

フにて販売させて頂きます。 

 同時に服部商店が最近扱い始めたヒノキ・スギの商品全て２０％オフにて販売させて頂きま

す。 

皆様はヒノキ・スギは和風向きと思われている様ですが、広葉樹と一緒に使うことで、全く

新しい広葉樹と針葉樹がコラボした物作りが出来るのではと思います。皆様に是非お使い下さ

いと小生から一方的に発信しても、新たなアイテムを加えるには抵抗が有る様に聞いています。 

 そこで考えたのが、２０％オフにて多様な用途に使って頂ける様工夫をしてください、と言

う服部商店の今回の御案内です。お盆休み前にホームページにアップした商品を含めると、あ

らゆる用途の要望にお応えできる、特に檜・ヒノキのレパートリーが揃ったと思います。この

機会に服部商店が扱い始めた針葉樹（天

然木曽檜・天然ヒノキ・人工ヒノキ・人

工スギ）を新しい物作りのアイテムに加

えて頂きたいと思います。 

先月の初旬に起こった西日本の未曾有

の大洪水は温暖化の影響だと言われてい

ます。今後温暖化対策は避けて通れない

国の政策です。其の時我々広葉樹を扱う

業者が、針葉樹を如何に扱うかをマーケ

ットから試されるのではと考えています。 

針葉樹も並材の一般材～耳付き・板・

柾目板・板目巾広等色んなジャンルの商

材が有りますが、低価格商品はバーコー

ド管理がしやすいのでホームセンターが

扱い、その他の商品はバーコード管理が

しにくいので我々無垢専門業者が扱えば

良いのではと考えています。 

 先ほども述べましたが、国内産針葉樹と世界中の広葉樹、両方を使う事が最も正しい物作り

だと思います。今回服部商店の倉庫に作ったヒノキルームに是非来て吟味して下さい。 

 

服部商店 90周年記念イベント・９月２３日は丸１日臨時で営業しています。 

服部商店のホームページに掲載しています商品は全て８％オフ。ヒノキとスギ全商品は２０％

オフにて販売します。そして 9 月 23 日（日曜日）に 30,000 円（消費税別）以上お買い上げで

取りに来て頂いた方は足代 1,000円を差し上げます。  

 



新しい取りくみ 

 服部商店の英語版ホームページ（https://www.hattoriwood.com/）が完成しました。英語版制

作は 2 年前位前から計画して参りましたが色々な条件が整わないので中々進みませんでした。

今回は気合いを入れて、エンジニアの方と二人三脚で作り上げました。 

以下が服部商店の英語版 PC用サイトです。 

 

 

https://www.hattoriwood.com/


やっと念願の英語版ホームページが出来上がりました。8 月 12 日にアップしたのですぐにグ

ーグルのアメリカ版の検索に引っかからないとは思いますが、このホームページの目的は、は

っきりしています。2000万人以上の外国人が日本に押し寄せています。主な目的は観光ですが、

この先皆さんはどう予想されているでしょうか。現在日本国内に合法的に居住されている外国

人は 240 万人だと政府は発表しています。不法に日本に住んでいる方もかなりの方がいらっし

ゃると思います。又政府も超人手不足が経済成長の足かせになっているようだと気が付き、積

極的に外国人の日本国内への居住を認める方向だと聞いていますが、大手企業はともかく零細

な材木屋は何にも手を打ってないのが現実ではないでしょうか。 

服部商店は零細な材木屋です。しかしこれから材木屋を営んでいくには、3つのキーワードが

有ると考えています。 

1、 女性が活躍するお店 これに関してはまずまず進んでいると思っています。 

2、 身体障害者の雇用です。トイレの改修、会社内部の改修等が必要な設備です。又身障者用の

仕事の仕組みも考える必要が有ります。色んな工夫が必要です。身障者の雇用は大企業しか

出来ない、零細企業は出来ないと考えていると未来の服部商店は無いと考えています。 

3、 日本にお住まいの外国人は少なくとも増える事が有っても減る事が無いと言う事実です。こ

の事を証明している企業が有ります。Ｎ村工芸社です。外国人の方がこの会社で活躍してい

ます。小生が考えるこの会社の狙い『日本に住む外国人はどういう生活をしていくのか、ど

んな需要が有るのか、将来のニーズはどんな事が望まるか、等をマーケティングする』だと

思います。小生も同じ考え方を以前から持っています。 

服部商店は先ほど述べた 2の身体障害者の雇用は単に設備を改めただけでは駄目です。新し 

い仕事を生み出さないと企業ですから成り立ちません。それだったら先に 3 つ目の目的を先行

して進める事で 2 つ目の目的に近づいたら良いなと思い、服部商店の英語版ホームページを作

りました。現在も日本国内にいらっしゃる外国人の方と商いが有ります。それをもっと進めた

いと考えています。外国人が日本に来るには理由が有ります。下記はほんの数例だと思います。 

＊治安が良い。 ＊四季が有る。 ＊北海道から沖縄まで温度分布の地域が長い。 

＊日本文化に興味が有る。 ＊国民全員が親切。 ＊看板が見やすい。 ＊物価が高くない。 

 まだまだ多くの要素がある事は解っていますが、我々の様な零細企業が所謂インバウンド需

要に対して挑戦していく姿が必要だと考えて来ましたが、中々名案が生れませんでした。しか

し、考えるだけでは全く進みません。実行しなければ何の意味も有りません。 

 外国人がもっと多い日本国になれば、必ず価値観は変化すると思います。その価値観の変化

に対して、まず行動を起こさないと対応出来ないと考えました。 

 小生は日本人ですが、現在の日本は日本人が本来持っていた世界中の方達から尊敬される文

化を手放しているのでは有りませんか？ 日本人は物を大事にします。本来使い捨ての象徴で

ある石油製品（非木製品）は避けていたと思いますが、最近の新しい構造物は本当に日本人が

設計施工したとは思えない物件（例えば新しくなった伊丹空港）ではないでしょうか。こんな

陳腐な空港に、日本に本来来てほしい中間層の外国人が来るようには到底思えません。 

 ところで日本国内で木材を販売しているお店で英語版のホームページを見た事が有りません。

誰もしないのなら、挑戦してみました。 

 本来日本はサービス産業に最も向いた国だと思います。その国民としてのアイデンティティ

を大事にすることが大事ではないかと考え、最後に行きついたのが英語版のホームページです。  



会員制サイトの御案内 
 服部商店のホームページの商品を購入して頂いている御客様にダイヤモンド会員『通称・D

会員』・プラチナ会員『通称・P会員』・ゴールド会員『通称・G会員』・シルバー会員『通称・S

会員』・ブロンズ会員『通称・B会員』と５つのランク設定させていただきたいと思います。 

 年間１５０万円以上の購入者はダイヤモンド会員 → 年間を通して１０％オフにて販売 

                        感謝セールは５％上乗せします。 

 年間１００万～１4９万円の購入者はプラチナ会員 → 年間を通して７％オフにて販売 

                        感謝セールは３％上乗せします。 

 年間５０万～９９万円の購入者はゴールド会員 → 年間を通して５％オフにて販売 

                        感謝セールは１％上乗せします。 

 年間３０万～４９万の購入者はシルバー会員 → 感謝セールだけ２％オフ 

 年間１０万～２９万の購入者はブロンズ会員 → 感謝セールだけ 1％オフ 

服部商店の御客様の総数は２０１８年７月段階で３８００人いらっしゃいます。全国にお見

えになって様々な御職業の方です。 

 この企画は２０１８年１０月１日より開始します。ご自分がどこに入っているか、知りたい

方はメール（wood@hattoriwood.co.jp）までお問い合わせください。 

 後日、こちらからご連絡させて頂きます。 

服部商店の商いの形態は製造小売りです。しかし 70％以上の商品を自社工場で作っているの

で小売業より製造業の色合いが強いと思います。小生が直接現地に買い付けに出かけ、工場に

も従業員と一緒に入って物作りをしているので、製造業の色合いが強いと思います。 

 しかし昨今の競争『ボーダーレスの競争』には、少しでも製造色を薄くした新しいサービス

業と製造業のコラボした会社にした方が良いのではないかと考える様になりました。 

 この話はしたく有りませんが、小生の真心（真実を述べる）からして言わざるを得ないと考

えました。 

 それは川上業者の川下作戦に正直頭を痛めています。ホームページに具体的産地・サイズ・

単価を掲載していることがオープンな会社のイメージです。しかし同業の川上業者にとってこ

のサイズと価格のオープン化は、絶交のターゲットになってしまったのではと思います。 

 服部商店の商品は産地・サイズ・価格共にオープンですが、他社は産地の表示は有りません。

単にサイズ・単価表示だけです。産地が変われば価格差は著しいです。『オハイオのホワイトオ

ークとバージニアのホワイトオークでは前者と後者の価格差は１００対６０です。』 

 しかし買う方は、少しでも安い方が良いに決まっています。産地は解らない。品質は少しは

落ちるが使える。それは理解出来ますが、それって本当に良い物でしょうか。二流の産地の材

を一流だと言っているのは、間違った販売方法では有りませんか。 

服部商店の商品には、正しい原産地証明が有りますので自信を持ってお勧めしますが、服部

商店から御客様に商品が届かないと商いにはなりません。この会員制サイトを利用して少しで

も多くの商品を購入して頂きたいのです。資本主義の国にいる以上、品質・納期・単価の３つ

のキーワードと人・物・金の３つのキーワードで商いは成立しています。仕入れ競争・販売競

争・品質の競争は当然当たり前の事です。その中に有って多くの商品を購入して欲しいです。 

mailto:wood@hattoriwood.co.jp


服部新聞第１５０号記念イベント再々の御案内 

下記は２０１４年７月発行の服部新聞第１００号で採用した形です。 

今回はＡ４ページ１枚に６名の方をご紹介したいと考えています。その概略がその次のペー

ジです。1社当たりのスペースです。 

株式会社服部商店 

無垢材の販売・服部雅章 

 日本・世界中の広葉樹を扱っています。 

〒596-0011 大阪府岸和田市木材町 16-1 

TEL 072-438-0173 FAX 072-422-8577 

 

 

 

 

 

 

 開かれた材木屋を目指しています。 

 このスペースを利用してエンドユーザー様

を含む御客様にプレゼンテーションをして下

さい。 

 ところで服部新聞の購読者は日本全国にいらっしゃいます。現在３８００人、毎月５０人の

方々が増えています。その内容はお客様の守秘義務で詳しい話は出来ませんが、エンドユーザ

ーの方々が１０００人以上いらっしゃいます。その１０００人の方々にも物作りの面白さをも

っと多く知って頂きたいと思っています。その為には物作りに熱心な建築士・木工所・工房の

方々のプレゼンテーションをして頂くページを作りたいと思っています。そこで考えたのが１

５０号記念イベントです。 



ＦＡＸ ０７２－４２２－８５７７ 

 

 

                

 

服部新聞１５０号アンケートをお願い致します｡ 

 

1､ 服部新聞第１５０号記念のご紹介させて下さい｡の趣旨に賛成です｡ 

 

はい                                 いいえ 

 

 

2､ はいの方にお願いします。服部商店の紹介文を参考に下記に記入下さい。 

ご職業の制限は全く有りません。 

会社名：㈱服部商店    住所：大阪府岸和田市木材町 16-1 

 ﾒｰﾙ: info@hattoriwood.co.jp 

代表者： 服部雅章    ＴＥＬ： 072-438-0173 

職業： 無垢材の販売   ＦＡＸ： 072-422-8577 

 プレゼンテーション内容 

 お客様の先のお客様は自分のお客様であり、お客様に満足して頂く為に妥協しない物作りを日

夜目指す。売れる物より消費者から欲しがられる物を作るのが服部商店の使命で有ります。必

要な方に必要な形で提供していくのが仕事であり服部商店は、あらゆるお客様の多種多様な要

望を聞き、適切にアドバイスをするのも我々木材のプロの責任であると考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


